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ちょっと一言 「神戸セミナー喜多校長は、高校時代甲子園に出場、そして

京都大学出身と文武両道を実現されてきました。ご自身でカウンセラーとしても

活躍され、｢あなたの子供はなぜ勉強しないか｣という著書はベストセラーになって

います。講演の中で、「大人になるとは？自分で物事を決めることが出来る。ま

た、本気で臨むことが出来る。」とおっしゃっていました。大人になっていこうよ！

「
う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し

を
浴
び
な
が
ら
、
悠
然
と
流
れ

行
く
加
古
川
の
水
面
の
輝
き

も
、
今
日
の
佳
き
日
を
祝
福
し

て
い
ま
す
」
こ
の
式
辞
の
挨
拶

さ
な
が
ら
の
好
天
気
に
恵
ま

れ
た
４
月
８
日(
水)
、
第
64
回

入
学
式
が
体
育
館
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。 

式
辞
の
中
で
、
増
尾
校
長
先

生
は
本
校
の
新
時
代
を
築
く

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
志

し
て
ほ
し
い
と
力
強
く
激
励

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

対
面
式
で
、
生
徒
会
長
の

柳
生
さ
ん
は
「
私
達
は
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
卒
業
時
に
『
良

か
っ
た
』
と
い
え
る
３
年
間

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
。

例
年
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
披
露
に
新
入
生
か
ら
も
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。 

新
入
生
代
表
の
安
部
花
さ

ん
は
、｢

今
ま
で
の
百
年
の
伝

統
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
に
新
し
い
百
年
へ
の
架
け

橋
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す｣

と
、
力
強
く
決
意
表
明
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

橋
本
ル
リ
子
臨
時
講
師
・
高
木

千
草
臨
時
講
師(

明
石
西)

大
月

輝
美
事
務
職
員(

新
採
用)

・
蝦

名
篤
人
校
務
員(

三
木
東)

・
澤

中
日
出
雄
校
務
員
（
加
古
川

南
） 

 

新
時
代
創
造
に
お
力
添
え

下
さ
い
。 

日
本
の
春
は
、
出
会
い
と

別
れ
の
季
節
で
す
。 

【
転
出
者
】
木
村
幹
男
事
務

長(

歴
史
博
物
館)

・
黒
田
正
人

教
諭(

小
野)

・
大
島
俊
昭
教
諭

(

明
石
北)

・
小
林
浩
之
教
諭

(

姫
路
東)

・
阪
田
昌
樹
教
諭

(

明
石
西)

・
中
井
一
弘
教
諭

(

須
磨
東)

・
黒
田
律
子
教
諭

(

御
影)

・
谷
口
新
一
教
諭
（
退

職
）
・
藤
原
正
人
教
諭(

県
教

委)

・
河
岡
佳
子
教
諭
（
兵
教

大
）・
原 

由
美
子
事
務
職
員

(

姫
路
特
別
支
援)

・
喜
多
孝
浩

校
務
員(

須
磨
友
が
丘) 

 

長
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
。 

【
転
入
者
】
西
村
文
壯
事
務

長
（
東
播
磨
）・
田
尻 

淳
教

諭
（
教
育
研
修
所
）・
横
山
元

則
教
諭(

明
石
清
水)

・
瀬
川
英

樹
教
諭(
神
崎)

・
西
尾
圭
司
教

諭
（
西
脇
工
業
）・
谷
綛
香
緒

里
教
諭(
明
石)
・
小
西
真
理
教

諭(

小
野)

・
内
橋
雅
敏
教
諭

(

西
脇) 

 

４
月
17
日(

金)

「
あ
な
た
の

変
身
法
」
と
題
し
て
、
神
戸
セ

ミ
ナ
ー
の
喜
多
校
長
が
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
全

校
生
対
象
に
ご
講
演
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
「
な
ぜ
勉
強
す
る

の
か
？
」
「
な
ぜ
部
活
動
を
し

た
ほ
う
が
良
い
の
か
？
」
「
暗

記
が
得
意
に
な
る
方
法
」
な
ど

大
変
興
味
深
く
、
役
に
立
つ
お

話
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 


